
信号周配電線路では長区間に配電する場合， ~圧降下が大き く

なると信号畿に支障をおよぼすこと があるので， 中継配電室を

設けて'11i:圧を上げてやることがある。升圧するには普通プスタ

ー(呉圧総)が用いられる。これら高圧配電設備は設備の安全と

人務への被害を防止するために，電気工作物規程や国鉄部内の

各極施設心得によって施設するよ う定められている。(江口鉱三

郎)

こういきほう 港域;去 港の区成を定めた法律で， わが国にお

ける各港の区域が明示されている(昭和 23 ・ 7 法律第 175 号)。海

事法規には港について規定されている事項は少なくないが， こ

れらの法令自体港の区域は港域法によることを明らかにしてい

るものもあり ， 説明が行われていないものもある。この場合港

の区減についてはすべてこの港域法によるのである。ただし船

員法第 l 条第 2 項第 2 号の Ulðl . 川または港のみを航行する船

舶(船員法適用除外の船舶)1 の適用については， 当分の閤港を

指定し，港以法に定める港の区成と[R，なった区域を定めること

ができる とされている。しかしこのl場合は紛員労働委員会の殺

を経て，これを告示しなければならないこ とと なっている。

(今留光図)

こうがいせん 構外線 電話回線の一端または両端が駅のf昨

外にまたがる回線をいい，交換機に接続するものと接続しない

ものとがある。(福島武雄)

こうかいに つ し 航海日誌 船長が航海に l刻する事項を記lli2:

する日 記で，その内容は真正，かつ公信カを有し，したがって

航海中に生じた事項に|刻しては， 航海日誌をも っ とも有力な証

明材料とする。ゆえにたとえば衝突その他の海難はもちろん，

その他運送について航海中に生じた事項の疑義は，すべてこれ

によって決定するものである。船員法 ・ 船舶安全法は船長の義

務として船舶国籍証諮， 海員名簿，旅客名簿， 船員手帳および

積荷にl刻する公の詰類と ともに，この航海日誌を船内に師i1付け

ておくことを命じ，その織式を掲げているが， 平水区域を航行

する船舶または総トン数 20 ト Y未満の船舶は，これを備付けて

おかなくともよいとしている。また紛舶安全法においては船舶

の処航性， 人命の安全保持の聞から，と くに国際航路に従事す

る旅客船および非旅客船 (500 ト ン以上)は，隔壁および船側に

おける開口の開閉 ・ 操事Ii等を記載事項として追加されている。

(今留光国)

乙うかせん 高架線 道路交通に必嬰な空頭(あきだか) (c!ear 

head, overhead clearance) 以上に地盤より高 く 敷設された線路。

市街地では道路が発述しその交通:@: も多いので， 平面で鉄道 ・

軌道が通過する i易合は相互に支障が多く ， また道路を上げ越し，

または下け'越しして線路と立体交差させることは，道路の取付

け勾配(こうばい)のために市街地の利用上支障が多いので，線

路を高く敷設して道路と立体交差とする。このような線絡を高

架線といい， その精進には盛土式構造のものと高架橋とがある。

一一主高架鉄道。(安河内麻雄)

己うかてつどう 高架鉄道 (英)e!evated railway (1!k) Hoch. 

bahn (仏) voie 剖evée 交通頻繁な大都市の鉄道において， 多

数の車両を高速度で頻繁に運転するためには， 人や王手の交通と

の平国交差を避ける必要がある。かかる場合に線路を高く築造

して ， 路面の交通と無関係に運転できるように敷設された鉄道

を高架鉄道という。

高架鉄道の高さは路面交通と の関係， 前後の地形等によ っ て

具なるが，一般には 5.5 - 6.5m とする場合が多く ， 幅は単線の

場合は 4 .0-5.0 m， t量級の場合は 8.0- 9 .5m とすることが多い。

l目1架鉄道は構造上から盛土式，盛土擁壁式， 鏑構造， れんが

こうかひん

造および鉄筋コンク リ ー ト造に大別される。線路敷地の価額 ・

地質および高架下の利用等を考慮して適当な形式が選ばれるが，

鉄筋コ γ クリート造は保守政 ・ 建

設費 ・ 騒音 . T部利用等の点から

見て一敏に有利であって，現在も

っとも広く用いられている。その

構造上の形式にはつぎの よ うなも

のがある。

l 単純版式

笠式またはラーメン式の矯脚に，

単純版を架けた形式で，鱗造が簡

単であるから初期の鉄道にはその E

例を見るが，継目が多くなるため E

防水も困難となり ，コ ン クリート !

の盆も他の形式より多くなるので

経済的とはいえない。

2 連続版式

3-5スパンの連続版を架設した

形式であって，秋葉原駅付近，東

京急行電鉄等にその例を見るが，

縦荷重による橋脚の安定が得られ

る場合は有利な構造である。

3 ラー メ γ式

橋脚と桁版(けたばん)とが固定

した形式のものであって，も っ と

も多く用いられている形式である。

スパンは 5.0-6.0 m のものが普通

であって ， スパン数は防水工の弱

点を減ずる意味から多スパンが望

ましい。国鉄では 8 スパンという

例もあるが，温度変化・乾燥収総・

2 高架橋iiî式情A!t

3. コ ンクリ ート

シン フ勺レ ビーム

不等沈下等を考えて， 3-5 スパ γ 4. 高架織れんがア ー チ

とするのが普通である。

4 7 ラットスラプ式

この式は床下回が平面であるか

ら高架下の利用度が大きく ， かっ

施工が容易である。 また温度変化

および乾燥収総の影響が少ないか

ら多スパ γ併進とすることができ

るが， 計3事陸!論には検討を援する

点があ り，大きな集中荷量を受け

る鉄道橋に用いることには問題が

あるようである。

5 特殊形式

特殊形式としては，地盤沈下の

おそれのある場所に用いる箱形ラ 6. 高架橋フラットスラプ

ー メソと単純版を組合せた形式，そのほか壁式構造を応用した

ラー メン形およびア ー チ構造等がある。(酒田策次 ・ 安河内麻雄)

ζ うかひん 高価品 貨幣 ・ 有価証券等のように一般の物品主

比較して重量 ・ 容積の割合にその価格がいちじる し く 大きいも

のをいう。したがって単に絶対額が大きいだけでは高価品では

ない。

高価品なる用語は，運送法上貴重品と同義語として用いられ

ている。 商法第 578 条においては損害賠償成立の特別 として，

高価品の1主義を明らかにするため貨幣 ・ 有価証券の例示はして

いるが，その他の高価品は明らかでなく一般社会通念の判定に
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